
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　4000720072Y4/20090708

( 科目コード：4000720072Y4)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】物理 II

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】4 組・2 年次
【担当教員】

平 靖之

【授業目標・教育方針】
高校物理 ( 旧課程 ) 程度の熱力学、波動および前期量子論の理解を目指します。

【授業概要】
　旧課程の高校物理教科書に則し、熱力学、波動及び前期量子論について学習します。実験を２回実施しますが、実
験室の状況により実施時期は変更になる可能性があります。追って連絡しますので、注意してください。
　成績評価は学年統一の試験によりなされますが、全体の２０％分についてはクラス独自の評価を加味します。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：物理学入門：楠川 絢一，早川 礼之助，高見 穎郎：実教出版：4-407-03172-7
傍用問題集：センサー物理 I・II：啓林館編集部：啓林館：4-402-24306-8
図解：新訂物理図解：中村 英二，吉沢 康和：第一学習社：4-8040-4302-0
参考書：新しい高校物理の教科書：山本 明利，左巻 健男 編著：講談社 ( ブルーバックス )：978-4062575096
参考書：新・物理入門 ( 増補改訂版 )：山本 義隆：駿台文庫：978-4796116183
参考書：物理学読本 第 2 版：朝永 振一郎 編：みすず書房：978-4622025030
　教科書、傍用問題集及び図解は、授業で使用します。漏れなく忘れずに購入して下さい。その他の参考書は、意欲
的な学生のために挙げられたものです。自己判断で購入してください。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
板書を用いた授業が主体ですが、２回の実験を実施します。

【メッセージ】
　様々な学問の中で，物理学はその修得に著しい困難を感じる学生が特に多い学問です．復習を中心に，日頃から地
道に学習に努めて下さい．また一人では解決できそうにない疑問点を，納得できないまま何日も放置しないようにし
ましょう．このような疑問点は決して一人で抱え込んだりせず，先生や物理の得意な級友に，その都度早め早めに質
問して教えてもらうことを強くお勧めします．

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：試験 80%( 中間試験 40%, 期末試験 40%)，レ
ポート ( もしくは小テストなど，実験の評価なども含む )20%．ただし中間成績には，中間試験の得点をそのまま通知
する．試験問題は基礎的なレベルの A 問題，標準的なレベルの B 問題からなる．A,B 各問題の素点を各々 a,b とする
とき，成績判定の材料となる得点を min(100,min(a,60)+b) とする．

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：物理 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 6 回 熱力学 ・気体分子運動論
・気体のする仕事
・熱量
・熱力学第 1 法則
・熱力学第２法則

宿題

第 7 回～第 11 回 波動の一般論 ・正弦波
・縦波と横波
・波の干渉，定常波
・ホイヘンスの原理
・波の回折，屈折，反射

宿題

第 12 回～第 14 回 音波 ・音の伝わり方，音速，音の 3 要素
・うなり
・ドップラー効果

宿題

第 15 回 物理実験 物理実験第 1 回 レポート
第 16 回～第 17 回 音波 ・発音体の振動と共鳴，弦，気柱 宿題
第 18 回～第 23 回 光波 ・光の進み方：光速，絶対屈折率

・光の干渉・回折：ヤングの実験，色々な干渉
・偏光と分散

宿題

第 24 回～第 28 回 原子物理 ・電子の質量と電荷
・光の粒子性：光電効果，コンプトン効果
・電子の波動性：ド・ブロイ波
・ボーア模型

宿題

第 29 回 物理実験 物理実験第 2 回 レポート
第 30 回 原子物理 質量とエネルギーの同等性，核反応 宿題

- 1 -


